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・
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業
務
継
続
性
確
保
の
た

め
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非
常
用
電
源
設
置
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！�
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◀P12

4
帯
状
疱
疹
・
緑
内
障
は

早
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�
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�
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サ
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�
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�
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づ
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ゆ
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15
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守
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樹
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ホ
ー
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ま
ち
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�
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月
卓
◀P15
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ポ
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ツ
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の
充

実
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樹
◀P16
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ご
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ス
テ
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ョ
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‼
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森
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な
お
◀P18

一
般
質
問 

一
覧

　
「
立
候
補
し
た
議
員
で
は
な
く
立
候
補
し
て
い
な
い
議

員
が
当
選
し
た
」と
い
う
副
議
長
選
挙
の
事
実
関
係
を
市

民
の
皆
さ
ま
に
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

〇
法
律
に
は
正
副
議
長
選
挙
へ
の
立
候
補
と
い
う
制
度

は
な
く
投
票
ま
た
は
指
名
推
選
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　
湖
南
市
議
会
で
は
、
議
会
の
公
開
性
を
高
め
る
た
め
、

希
望
者
が
立
候
補
の
意
思
表
明
を
す
る
場
を
、
本
会
議

で
は
な
く
法
律
に
抵
触
し
な
い
休
憩
中
に
設
け
て
い
ま

す
。
そ
の
休
憩
後
に
議
会
を
再
開
し
て
選
挙（
投
票
or
指

名
推
選
）を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
全
国
の
市

ど
こ
も
同
じ
で
、
な
か
に
は
立
候
補
の
意
思
表
明
の
場

を
取
り
入
れ
て
い
な
い
市
も
あ
り
ま
す
。

〇
立
候
補
し
な
い
議
員
が
当
選
す
る
こ
と
に
つ
い
て

　
議
会
の
選
挙
は
、
立
候
補
者
か
ら
選
ぶ
一
般
選
挙（
市

議
会
議
員
選
挙
等
）と
異
な
り
、
正
副
議
長
経
験
者
や
新

人
議
員
を
含
め
た
全
議
員
が
候
補
者
と
な
る
の
で
、
立

候
補
し
た
議
員
を
含
め
全
議
員
の
中
か
ら
相
応
し
い
と

思
う
議
員
に
投
票
す
る
と
い
う
、
議
員
間
で
の
信
認
に

よ
る
決
定
が
法
律
に
よ
る
定
め
で
す
。

〇
指
名
推
選
の
方
法
で
選
挙
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て

　
指
名
推
選
の
方
法
は
、
会
派
代
表
者
会
議（
全
会
派
代

表
者
で
協
議
す
る
場
）、
議
会
運
営
委
員
会（
議
会
運
営

を
協
議
す
る
場
）で
決
定
し
、
そ
の
後
の
議
員
全
員
協
議

会（
全
議
員
の
協
議
の
場
）で
報
告
す
る
と
と
も
に
、
そ

の
議
事
進
行
に
つ
い
て
は
、
法
律
の
規
定
ど
お
り
、
第

１
ス
テ
ッ
プ「
指
名
推
選
の
方
法
に
異
議
が
な
い
こ
と
」、

第
２
ス
テ
ッ
プ「
指
名
を
行
う
者
に
異
議
が
な
い
こ
と
」、

第
３
ス
テ
ッ
プ「
指
名
さ
れ
た
者
に
異
議
が
な
い
こ
と
」

湖
南
市
議
会
の

�

副
議
長
選
挙
に
つ
い
て

と
の
議
事
進
行
に
つ
い
て
資
料
を
基
に
全
議
員
が
確
認

し
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
議
事
進
行
に
つ
い
て
は
、
議
会
運
営
委

員
会
で
決
定
し
た
内
容
に
基
づ
い
て
議
会
事
務
局
が
作

成
し
た
議
長
口
述
書
に
沿
っ
て
行
わ
れ
ま
す
。

〇
指
名
推
選
へ
の
異
議
に
つ
い
て

　
議
会
の
公
開
性
・
透
明
性
を
高
め
る
た
め
、
立
候
補
者

の
氏
名
だ
け
で
は
な
く
、
指
名
推
選
で「
指
名
さ
れ
る

者
」の
氏
名
が
出
る
第
３
ス
テ
ッ
プ
の
時
点
で「
異
議
」

を
唱
え
投
票
に
移
行
す
る
と
い
う
議
事
進
行
予
定
で
し

た
。
し
か
し「
指
名
さ
れ
る
者
」の
氏
名
が
出
る
前
の
第

１
ス
テ
ッ
プ
で
異
議
あ
り
と
い
う
声
が
上
が
っ
た
た
め
、

事
務
局
職
員
が
発
言
者
に
確
認
し
た
と
こ
ろ「
発
言
の
タ

イ
ミ
ン
グ
を
間
違
っ
て
し
ま
っ
た
」と
い
う
こ
と
で
し
た
。

そ
こ
で
全
国
市
議
会
議
長
会
に「
異
議
あ
り
」の
発
言
訂

正
が
可
能
か
確
認
し
た
と
こ
ろ
、「
で
き
な
い
」と
い
う

回
答
で
し
た
の
で
、
法
律
に
従
い
、
そ
の
ま
ま
投
票
へ

移
行
し
た
た
め
、
指
名
推
選
に
よ
る
者
の
氏
名
が
出
な

い
中
で
の
投
票
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

〇
最
後
に

　
二
元
代
表
制
の
一
翼
を
担
う
議
会
が
そ
の
機
能
を
発

揮
す
る
た
め
に
、
条
件
が
合
え
ば
で
き
る
だ
け
指
名
推

選
に
よ
る
選
挙
を
採
用
し
て
お
り
、
最
近
10
年
間
の
ほ

と
ん
ど
の
議
長
選
挙
と
複
数
回
の
副
議
長
選
挙
で
指
名

推
選
の
選
挙
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
湖
南
市
議
会
で
は
、
議
会
の
公
開
性（
立
候
補
）と
法

律
遵
守（
投
票
or
指
名
推
選
）を
両
立
し
な
が
ら
、
市
民

の
皆
様
に
分
か
り
や
す
い
議
会
運
営
を
め
ざ
し
、
全
議

員
の
同
意
を
得
て
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
一
部
の
報
道
に
よ
り
、
市
民
の
皆
様
に
誤
解
を
与
え

る
よ
う
な
議
会
運
営
と
な
り
ま
し
た
が
、
今
後
と
も
、

開
か
れ
た
議
会
、
市
民
の
皆
様
の
身
近
な
議
会
運
営
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
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　この度、多くの議員諸氏のご推挙により副議
長に就任しました森でございます。
　地方自治法に規定されている「議長に事故が
あるときや欠けたときに、議長の職務を行う」
との副議長の職責を果たすため、議長や議会運
営委員会委員長の職を務めてきた経験を活か
し、しっかりと議長を支えてまいる所存ですの
で、今後とも、市民の皆様のご指導ご鞭撻をお
願い申し上げます。

第11代湖南市議会副議長

森　　す　な　お

議会構成が決まりました新
就任のごあいさつ

　昨年11月より議長を務めております上野顕介
です。市議会を代表する職責の重さにあらため
て身の引き締まる日々です。
　本年につきましては、議会基本条例の見直し
について引き続き議会改革として取り組み、特
に議員定数や報酬等はより議論を深めるよう努
めます。
　公正中立な議会運営に注力しながら、議員そ
れぞれの活発な意見でまちを明るくする材料と
し、議論については一定の規範（法律、条令、
規程等）を遵守する、そのような湖南市議会で
ありたいと思います。

第13代湖南市議会議長

上　野　顕　介

�

前
議
長
　
堀
田
　
繁
樹

議
長
退
任
に
あ
た
り
一

言
ご
あ
い
さ
つ
申
し
上
げ

ま
す
。
令
和
４
年
６
月
議

会
定
例
会
に
お
き
ま
し
て
議
長
職
に
就
任
以
来
、

１
年
半
の
間
そ
の
職
責
を
無
事
務
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
市
民
の
皆
様
や
議
員
各
位
の
ご

理
解
と
ご
協
力
の
お
か
げ
と
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

在
任
中
は
二
元
代
表
制
の
一
翼
を
担
う
市
議

会
と
し
て
行
政
に
真
摯
に
向
き
合
い
な
が
ら
、

公
正
な
議
会
運
営
の
た
め
努
め
て
ま
い
り
ま
し

た
。今

後
は
一
議
員
と
し
て
本
市
の
課
題
解
決
の

為
に
汗
を
流
す
こ
と
を
お
誓
い
申
し
上
げ
ま
し

て
、
退
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

退
任
あ
い
さ
つ
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各委員会

【議会運営委員会】
後列左から：中土翔太委員・堀田繁樹委員・松井圭子委員・森淳委員
前列左から：�藤川みゆき委員・望月卓委員長・細川ゆかり副委員長・
　　　　　　大島正秀委員

所管事項
　議会の運営に関する事項、議会の会議規則・委員会に関する条例等
に関する事項、議長の諮問に関する事項

【総務常任委員会】
後列左から：加藤貞一郎委員・松井圭子委員
前列左から：永田誠治副委員長・大島正秀委員長・望月卓委員

所管事項
　総合政策部（総合教育会議に関する事項を除く。）、総務部、出納局、
議会事務局、選挙管理委員会、公平委員会及び監査委員の所管に関す
る事項。他の常任委員会の所管に属しない事項。

【産業経済常任委員会】
後列左から：奥村幹郎委員・堀田繁樹委員・赤祖父裕美委員
前列左から：中土翔太委員長・細川ゆかり副委員長

所管事項
　都市建設部、環境経済部、上下水道事業所、農業委員会に関する事項。

【福祉教育常任委員会】
後列左から：森淳委員・副田悦子委員・川波忠臣委員
前列左から：藤川みゆき委員長・松原栄樹副委員長

所管事項
　健康福祉部、福祉事務所、教育委員会、総合政策部のうち総合教育
会議に関する事項。

【議会改革推進特別委員会】
後列左から：�川波忠臣委員・奥村幹郎委員・永田誠治委員
前列左から：�堀田繁樹委員・森淳委員長・副田悦子副委員長

所管事項
　議会基本条例の具現化とその運用の検証検討を行うとともに議会活
性化に向け、さらに議会全般にわたる改革を行う

湖南市議会だより5

湖
南
市
議
会
だ
よ
り



各種機関等
名　　称 委　　員（議員）

甲 賀 広 域 行 政 組 合 議 会 議 員 大島正秀（副議長）、望月卓、松原栄樹、松井圭子、堀田繁樹
公 立 甲 賀 病 院 組 合 議 会 議 員 藤川みゆき（議長）、森淳、加藤貞一郎、上野顕介、細川ゆかり
監 査 委 員 堀田繁樹
都 市 計 画 審 議 会 委 員 上野顕介、森淳
空 家 等 対 策 推 進 協 議 会 委 員 中土翔太

会派構成
会 派 き ず な

森淳議員、望月卓議員、堀田繁樹議員、上野顕介議員、
藤川みゆき議員、大島正秀議員、奥村幹郎議員、中土翔太議員、
永田誠治議員

日 本 共 産 党 湖 南 市 議 員 団 松井圭子議員、川波忠臣議員
湖 南 市 公 明 党 議 員 団 細川ゆかり議員、副田悦子議員

【議会広報委員会】
後列左から：�中土翔太委員・川波忠臣委員・副田悦子委員
前列左から：奥村幹郎委員長・永田誠治副委員長

所管事項
　湖南市議会の審議状況等を住民によく知らしめるため「湖南市
議会だより」を発行する

【決算常任委員会】
後列左から：�中土翔太委員・松原栄樹委員・望月卓委員・
　　　　　　永田誠治委員
前列左から：�松井圭子委員長・赤祖父裕美副委員長・副田悦子委員

所管事項
　決算及びこれに関する事項、事務事業評価に関する事項

【予算常任委員会】
後列左から：森淳委員・堀田繁樹委員・川波忠臣委員・大島正秀委員
前列左から：藤川みゆき委員・細川ゆかり委員長・
　　　　　　奥村幹郎副委員長・加藤貞一郎委員

所管事項
　予算及びこれに関する事項

分類 議　案　名　等 結果

条　
　

例

議案第５３号
湖南市立図書館条例の一部を改正する条例の制定につい
て
湖南市立図書館の統廃合等に伴い、所要の改正を行うもの。

×

議案第５４号
湖南市文化ホール条例の一部を改正する条例の制定につ
いて
湖南市文化ホールの統廃合等に伴い、所要の改正を行うも
の。

×

11月議会臨時会　議決結果
分類 議　案　名　等 結果

条　
　

例

議案第７９号
令和５年度湖南市一般会計補正予算（第６号）
繰越明許費の設定
事業名　石部駅周辺整備事業
金　 額　３億4,121万８千円

◎

議案第８０号
監査委員の選任につき同意を求めることについて
監査委員の選任について、地方自治法（昭和22年法律第67
条）第196条第１項の規定により議会の同意を求める。

◎

※◎全会一致で原案可決・採択　○賛成多数で原案可決　×反対多数で否決
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分類 議　案　名　等 結果

条　
　

例

議案第８１号
湖南市個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関す
る条例の一部を改正する条例の制定について
行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用
等に関する法律等の改正に伴い、個人番号の独自利用事務
および特定個人情報の庁内連携に関する事項について、所
要の改正を行うもの。

◎

議案第８２号
湖南市印鑑条例の一部を改正する条例の制定について
コンビニ交付サービスの利用にあたり、個人番号カードに加え、
電子証明書が搭載されたスマートフォンでも申請ができるよう、
所要の改正を行うもの。

◎

議案第８３号
湖南市議会議員の議員報酬及び費用弁償に関する条例
及び湖南市特別職の職員の給与等に関する条例の一部を
改正する条例の制定について
国における指定職の期末手当の改定に準じて、議会議員およ
び特別職の期末手当の改定を行うため、所要の改正を行うも
の。

〇

議案第８４号
湖南市職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例
の制定について
人事院勧告に基づく国家公務員の給与改定等に準じて、職
員の給与改定を行うため、所要の改正を行うもの。

◎

議案第８５号
湖南市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定
について
国民健康保険法施行令および地方税法の一部改正に伴い、
産前産後期間の被保険者所得割額および均等割額を減額
することについて、所要の改正を行うもの。

◎

議案第８６号
湖南市福祉医療費助成条例の一部を改正する条例の制定
について
高校生世代の子ども、および精神障がい者に対する医療費助
成を拡充するため、所要の改正を行うもの。

◎

議案第８７号
湖南市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運
営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制
定について
地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を図る
ための関係法律の整備に関する法律の制定により、就学前の
子どもに関する教育、保育等の総合的な提供の推進に関する
法律が改正されたことに伴い、所要の改正を行うもの。

◎

議案第８８号
湖南市屋外広告物条例の一部を改正する条例の制定につ
いて
都市計画法の改正に伴う条番号のずれの修正および屋外広
告物管理者要件の変更について、所要の改正を行うもの。

◎

議案第８９号
湖南市道路占用料徴収条例の一部を改正する条例の制定
について
道路法施行令の一部改正を受けて、道路占用料の改定を行
うため、所要の改正を行うもの。

◎

補
正
予
算

議案第９０号
令和５年度湖南市一般会計補正予算（第７号）
歳入歳出それぞれ2,607万２千円を追加し、補正後の額を234
億5,101万５千円とするもの。

【歳入予算の主な補正内容】
地域脱炭素移行・再エネ推進交付金　△5,897万円
地域密着型サービス施設等整備費補助金　△3,360万円
ふるさと寄附金　１億2,000万円
公共公益施設等整備基金繰入金　△2,021万２千円
財政調整基金繰入金　１億3,244万円

【歳出予算の主な補正内容】
下田まちづくりセンター大規模改修工事　△２億1,016万２千円
地域密着型サービス施設等整備費補助金　△3,360万円
介護施設等開設準備経費補助金　△755万１千円
道路維持補修工事　2,500万円
給食センター賄材料費　4,719万６千円

〇

議案第９１号
令和５年度湖南市国民健康保険特別会計補正予算（第２
号）
歳入歳出それぞれ１億1,979万円を追加し、補正後の額を54
億4,032万２千円とするもの。

【歳入予算の主な補正内容】
県支出金　１億1,939万１千円、繰入金　39万９千円

【歳出予算の主な補正内容】
総務費　45万６千円、保険給付費　１億1,900万円、保健事
業費　63万７千円、諸支出金　△30万３千円

◎

12月議会定例会　議決結果
分類 議　案　名　等 結果

補
正
予
算

議案第９２号
令和５年度湖南市国民健康保険診療所特別会計補正予算
（第２号）
歳入歳出それぞれ460万円を追加し、補正後の額を５億3,756
万５千円とするもの。

【歳入予算の主な補正内容】
夏見診療所諸収入　149万４千円、石部診療所諸収入　310
万６千円

【歳出予算の主な補正内容】
委託料　149万４千円、備品購入費　149万６千円

◎

議案第９３号
令和５年度湖南市後期高齢者医療特別会計補正予算（第
２号）
歳入歳出それぞれ2,155万２千円を追加し、補正後の額を11
億5,487万２千円とするもの。

【歳入予算の主な補正内容】
雑入　　　　　　2,155万２千円

【歳出予算の主な補正内容】
一般会計繰出金　2,155万２千円

◎

議案第９４号
令和５年度湖南市介護保険特別会計補正予算（第２号）
歳入歳出それぞれ1,329万４千円を追加し、補正後の額を41
億5,073万３千円とするもの。

【歳入予算の主な補正内容】
一般会計繰入金　940万２千円、国庫支出金　141万４千円

【歳出予算の主な補正内容】
総務管理費　143万７千円、保険給付費　80万円、地域支
援事業費　250万円、人件費　855万７千円

◎

議案第９５号
令和５年度湖南市水道事業会計補正予算（第１号）
収益的支出を190万３千円追加し、補正後の額を18億6,593
万円とするもの。

（収益的収入及び支出）
【支出予算の主な補正内容】
過年度損益修正損　190万３千円

◎

そ
の
他

議案第９６号
人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることにつ
いて
令和５年12月31日をもって任期満了となる人権擁護委員の後
任委員の推薦につき、人権擁護委員法第６条第３項の規定
に基づき、議会に意見を求めるもの。

◎

議案第９７号
人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることにつ
いて
令和５年12月31日をもって任期満了となる人権擁護委員の後
任委員の推薦につき、人権擁護委員法第６条第３項の規定
に基づき、議会に意見を求めるもの。

◎

議案第９８号
指定管理者の指定について（湖南市社会福祉センター）
湖南市社会福祉センターを令和６年４月１日から令和11年３月
31日までの期間、社会福祉法人湖南市社会福祉協議会を指
定管理者として指定することについて、議会の議決を求めるも
の。

◎

議案第９９号
指定管理者の指定について（湖南市共同福祉施設）
湖南市共同福祉施設を令和６年４月１日から令和11年３月31
日までの期間、湖南市商工会を指定管理者として指定するこ
とについて、議会の議決を求めるもの。

◎

議案第１００号
市道路線の認定について
認定路線２路線

◎

条　
　

例

議案第１０１号
湖南市手数料徴収条例の一部を改正する条例の制定につ
いて
戸籍法の一部を改正する法律（令和元年法律第17号）附則
第１条第５号が令和６年３月１日に施行されることに伴い、地方
公共団体の手数料の標準に関する政令が改正され、新たに
手数料を徴収する事務が追加されるため、所要の改正を行う
もの。

◎

補
正
予
算

議案第１０２号
令和５年度湖南市一般会計補正予算（第８号）
歳入歳出それぞれ３億2,554万５千円を追加し、補正後の額を
237億7,656万円とするもの。

【歳入予算の主な補正内容】
物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金　３億2,297
万１千円

【歳出予算の主な補正内容】
住民税非課税世帯等臨時特別給付金給付事業（追加給付
分）３億2,297万１千円

◎

※◎全会一致で原案可決・採択　　○賛成多数で原案可決　　×反対多数で否決
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意見書第８号
選択的夫婦別姓制度の議論活性化を求める意見書

　夫婦が望む場合には、結婚後も夫婦がそれぞれ結婚前の姓を称することを認める選択的夫婦別姓制度の導入
に関し、1996年２月に国の法制審議会が答申を出してから四半世紀が経過した。2018年３月の衆議院法務委員
会において、法務省民事局長が夫婦同姓制を採用している国は日本以外にはない旨を答弁し、また2021年４月
の同委員会において、法務大臣が仮に選択的夫婦別姓制度が導入された場合でも戸籍の機能や重要性は変わら
ない旨を答弁している。
　さらに、2021年６月23日に示された最高裁判所決定では、夫婦の氏についての制度のあり方について「国会
で論ぜられ、判断されるべき事柄にほかならない」と示している。補足意見では「全国の地方議会から国また
は関係行政庁に対して、選択的夫婦別氏制度の導入またはこれについての国会審議の促進を求める意見書が提
出されている」と指導した上で「事情の変化いかんによっては、憲法第24条に違反すると評価されるに至るこ
ともあり得るものと考えられる」と言及した。
　平均初婚年齢が30歳前後の現代においては、男女とも生まれ持った氏名で信用・実績・資産を築いてから婚
姻を迎えることも多く、結婚に伴う改正により社会的不利益・不都合や精神的苦痛を被る事例が増加している。
さらに、個人のアイデンティティーの尊重、家族のあり方が多様化する中、選択肢を持てる法制度を求める声
が広がってきている。
　多様性を認める社会、男女共同参画、基本的人権の尊重の観点から、社会の変化や最高裁判所の判断の趣旨
も踏まえ、国会及び政府の責務として制度のあり方を議論していかなければならない。
　よって、国におかれては早期に選択的夫婦別姓制度の積極的な議論を展開されることを強く要望する。
　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。
　　令和５年12月８日

滋賀県湖南市議会
議長　上野　顕介

衆議院議長・参議院議長・内閣総理大臣・法務大臣・総務大臣　　あて

令和5年12月湖南市議会定例会　提出案件（賛否）
○：賛成　●：反対

議案番号 件　　　　名

会派きずな
日本共産
党湖南市
議員団

湖南市
公明党
議員団

無会派

森
　
　
　
　
淳

望

月
　

卓

堀
田
　
繁
樹

藤
川
　
み
ゆ
き

大
島
　
正
秀

奥
村
　
幹
郎

中
土
　
翔
太

永
田
　
誠
治

松
井
　
圭
子

川
波
　
忠
臣

細
川
　
ゆ
か
り

副
田
　
悦
子

赤
祖
父
　
裕
美

松
原
　
栄
樹

加
藤
　
貞
一
郎

議案第83号
湖南市議会議員の議員報酬及び費用弁償に関する条
例及び湖南市特別職の職員の給与等に関する条例の
一部を改正する条例の制定について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● 〇 〇 〇 〇 〇

議案第90号 令和５年度湖南市一般会計補正予算（第７号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● 〇 〇 〇 〇 〇

※議長は採決に加わりません。
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議
案
第
53
号

問　

石
部
図
書
館
の
維
持

管
理
経
費
と
人
件
費
、
４

つ
に
分
散
化
し
た
場
合
は

ど
う
な
る
の
か
。

答　

石
部
図
書
館
の
維
持

管
理
経
費
は
、
こ
の
ま
ま

石
部
文
化
総
合
セ
ン
タ
ー

と
し
て
維
持
し
て
い
く
場

合
、
高
額
な
経
費
が
か
か

る
。
人
件
費
は
、
１
館
に

集
約
化
し
て
も
、
人
を
削

減
し
な
い
の
で
、
変
わ
ら

な
い
。
公
共
施
設
等
総
合

管
理
計
画
個
別
施
設
計
画

の
中
で
も
、
２
館
を
１
館

に
と
い
う
方
向
性
な
の
で
、

４
つ
に
分
散
化
す
る
と
い

う
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

反
対
討
論

約
化
・
複
合
化
に
よ
っ
て
、

床
面
積
が
減
少
す
る
場
合

は
、
充
当
率
90
％
、
交
付

税
措
置
が
50
％
適
用
さ
れ

ま
す
。
除
却
事
業
に
関
し

て
は
、
充
当
率
90
％
、
交

付
税
措
置
は
な
い
と
い
う

こ
と
で
す
と
の
答
弁
で
し

た
。

全
員
反
対
で
否
決

　

な
ぜ
石
部
文
化
総
合
セ

ン
タ
ー
を
先
に
潰
す
の
か
、

市
民
に
示
し
、
協
議
し
て

決
め
て
い
く
こ
と
が
、
市

民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
だ

と
思
い
ま
す
。
本
を
大
切

に
し
て
き
た
市
民
の
思
い

に
寄
り
添
い
、
市
の
事
業

と
し
て
本
を
活
用
し
た
小

規
模
多
機
能
自
治
セ
ン

タ
ー
の
設
置
を
強
く
望
ん

で
い
る
た
め
反
対
と
す
る
。

　

他
に
討
論
は
な
く
、
採

決
を
行
い
ま
し
た
。

全
員
反
対
で
否
決

議
案
第
54
号

　

先
の
小
規
模
多
機
能
自

治
検
討
特
別
委
員
会
で
は
、

2.3
億
円
の
交
付
税
措
置
、

令
和
８
年
度
ま
で
対
応
の

有
利
な
除
却
債
適
用
が
あ

る
と
い
う
説
明
で
し
た
が
、

今
、
無
い
と
い
う
説
明
で

す
。
ど
れ
が
正
し
い
の
か
。

と
の
質
疑
に
対
し
て
、
公

共
施
設
等
適
正
管
理
推
進

事
業
債
の
中
の
集
約
化
・

複
合
化
事
業
、
こ
れ
は
集

付託案件
議案第53号 福祉教育常任委員会
議案第54号 総務常任委員会

連合審査会
10月13日開催

議
案
第
81
号

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
お
持
ち
で
な
い
方
に
今

後
、
保
険
の
証
明
が
ど
の

よ
う
に
な
る
の
か
と
い
う

質
疑
に
対
し
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
持
っ
て
お

ら
れ
な
い
方
に
つ
き
ま
し

て
は
健
康
保
険
証
に
代
わ

る
資
格
確
認
書
を
発
行
さ

せ
て
い
た
だ
く
と
の
答
弁

で
し
た
。全

員
賛
成
で
可
決

議
案
第
82
号

　
コ
ン
ビ
ニ
等
で
の
証
明

書
交
付
手
続
き
に
つ
い
て
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は

持
っ
て
い
な
い
が
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
を
持
っ
て
い
る

方
は
利
用
で
き
な
い
の
か

と
の
質
疑
に
対
し
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
持
っ

て
お
ら
れ
る
方
が
カ
ー
ド

の
代
わ
り
に
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
に
ア
プ
リ
を
入
れ

て
交
付
を
受
け
る
の
で
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
持
っ

て
い
る
だ
け
で
は
で
き
ま

せ
ん
と
の
答
弁
で
し
た
。

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
83
号

　
時
期
を
遅
ら
せ
る
自
治

体
も
あ
る
と
聞
く
が
、
ど

う
考
え
る
か
と
の
質
疑
に

対
し
、
関
連
す
る
84
号
の

職
員
給
与
も
ご
ざ
い
ま
す

総務
常任委員会

付託案件　８件

が
、
県
内
自
治
体
の
動
向

を
見
な
が
ら
決
定
し
た
と

の
答
弁
で
し
た
。

賛
成
多
数
で
可
決

議
案
第
84
号

　
特
段
質
疑
が
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。全

員
賛
成
で
可
決

議
案
第
85
号

　
改
正
に
よ
る
減
収
分
は

市
が
４
分
の
１
の
負
担
で

す
が
、
こ
の
財
源
は
一
般

会
計
か
ら
の
繰
り
出
し
と

い
う
解
釈
で
よ
い
の
か
と

い
う
質
疑
に
対
し
、
そ
の

通
り
で
す
と
の
答
弁
で
し

た
。

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
98
号

　
指
定
管
理
者
制
度
は
公

募
が
大
前
提
で
は
な
い
か

と
の
質
疑
に
対
し
、
重
々

理
解
し
て
い
ま
す
が
、
条

例
施
行
規
則
に
も
記
載
し

て
い
る
よ
う
に
人
材
活
用

や
雇
用
の
創
出
と
い
う
理

由
付
け
で
公
募
に
よ
ら
な

い
選
定
理
由
と
い
う
部
分

も
設
け
て
い
ま
す
と
の
答

弁
で
し
た
。全

員
賛
成
で
可
決

議
案
第
99
号

　
前
回
は
３
年
の
指
定
管

理
期
間
で
し
た
が
と
の
質

疑
に
対
し
、
前
回
は
庁
舎

の
建
て
替
え
問
題
が
あ
っ

た
の
で
３
年
と
し
ま
し
た

が
原
則
通
り
５
年
に
戻
し

た
と
の
答
弁
で
し
た
。

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
101
号

　
金
額
を
湖
南
市
独
自
で

決
め
る
こ
と
が
で
き
る
と

い
う
解
釈
で
よ
い
の
か
と

い
う
質
疑
に
対
し
、
市
独

自
で
金
額
を
決
め
る
こ
と

も
で
き
ま
す
が
従
来
か
ら

国
が
制
定
し
て
い
る
地
方

公
共
団
体
の
手
数
料
の
標

準
に
関
す
る
政
令
に
基
づ

い
て
改
正
を
さ
せ
て
も

ら
っ
た
と
の
答
弁
で
し
た
。

全
員
賛
成
で
可
決
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付託案件　２件

福祉教育
常任委員会

議
案
第
88
号

湖
南
市
屋
外
広
告
物
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

問　

屋
外
広
告
物
の
管
理

者
要
件
と
し
て
追
加
さ
れ

た
講
習
会
修
了
者
の
詳
細

は
。

答　

県
の
広
告
物
条
例
に

お
け
る
要
件
に
合
わ
せ
る

た
め
、
屋
外
広
告
物
の
設

置
や
管
理
に
つ
い
て
の
講

習
の
修
了
者
を
要
件
に
加

え
ま
し
た
。

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
89
号

湖
南
市
道
路
占
用
料
徴
収

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
案
第
86
号

　
入
院
ま
た
は
通
院
に
か

か
る
医
療
費
助
成
の
対
象

を
、
高
校
生
世
代
ま
で
に

広
げ
、
ま
た
、
重
度
心
身

障
害
児
・
老
人
福
祉
医
療

費
の
助
成
事
業
に
お
い
て

も
、
こ
れ
ま
で
重
度
の
障

が
い
は
身
体
障
害
者
手
帳

も
し
く
は
療
育
手
帳
の
所

有
者
に
限
定
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
精
神
障
害
者
保

健
福
祉
手
帳
を
お
持
ち
の

方
も
対
象
と
し
ま
す
。
高

校
生
世
代
の
子
ど
も
に
対

す
る
医
療
費
を
助
成
す
る

こ
と
で
、
子
育
て
世
帯
の

医
療
費
負
担
の
一
層
の
軽

産業経済
常任委員会

付託案件　３件

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
87
号

　
地
域
の
自
主
性
及
び
自

立
性
を
高
め
る
た
め
の
改

革
の
推
進
を
図
る
た
め
、

関
係
法
律
の
整
備
に
関
す

る
法
律
の
制
定
で
改
正
さ

れ
た
こ
と
に
よ
る
条
例
の

一
部
改
正
で
す
。
こ
れ
ま

で
認
定
こ
ど
も
園
の
認
定
、

ま
た
は
認
可
に
つ
い
て
、

都
道
府
県
へ
事
前
協
議
を

行
う
必
要
が
あ
り
ま
し
た

が
、
法
改
正
に
よ
り
事
前

協
議
か
ら
事
前
通
知
に
見

直
さ
れ
た
こ
と
で
認
定
こ

ど
も
園
法
の
第
３
条
第
10

項
が
削
除
さ
れ
、
そ
れ
に

伴
い
本
条
例
の
一
部
見
直

し
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
例
規
上
の
不
備
を

修
正
す
る
な
ど
の
改
正
と

な
っ
て
い
ま
す
、
と
の
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

全
員
賛
成
で
可
決

減
を
図
り
、
子
育
て
支
援

の
一
端
を
担
う
こ
と
、
ま

た
障
が
い
の
種
別
に
よ
っ

て
不
均
衡
が
生
じ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
重
度
心
身
障

が
い
者
に
対
す
る
医
療
費

助
成
制
度
を
拡
充
し
、
そ

の
不
均
衡
を
是
正
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
ま
す
。
高

校
生
世
代
の
子
ど
も
に
対

す
る
医
療
費
助
成
は
、
乳

幼
児
と
同
じ
く
県
の
制
度

と
な
り
ま
す
が
、
県
制
度

で
は
診
療
報
酬
明
細
書
一

通
あ
た
り
５
０
０
円
、
入

院
の
場
合
は
14
日
を
上
限

に
一
日
あ
た
り
１
０
０
０

円
の
本
人
負
担
分
を
支
払

う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
本
市
で
は

本
人
負
担
分
を
市
が
負
担

し
、
乳
幼
児
や
小
中
学
生

と
同
様
、
高
校
生
世
代
の

医
療
費
も
無
料
と
し
ま
す
、

と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

甲賀広域行政組合
9
月
29
日
定
例
会

議
案
第
13
号

甲
賀
広
域
行
政
組
合
ワ
ク

チ
ン
未
接
種
者
へ
の
対
応

事
案
等
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
調

査
委
員
会
設
置
条
例
の
制

定
に
つ
い
て
専
決
処
分
に

つ
き
承
認
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て全

員
賛
成
で
可
決

議
案
第
14
号

甲
賀
広
域
行
政
組
合
火
災

予
防
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
15
号

令
和
４
年
度
甲
賀
広
域
行

政
組
合
一
般
会
計
歳
入
歳

出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
認
定

議
案
第
16
号

令
和
５
年
度
甲
賀
広
域
行

政
組
合
一
般
会
計
補
正
予

算（
第
２
号
）に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
可
決

問　

占
用
料
が
改
正
に
よ

り
上
が
る
占
用
物
件
と
下

が
る
占
用
物
件
が
あ
る
理

由
は
。

答　

国
の
改
定
を
受
け
て
、

県
で
は
令
和
５
年
４
月
１

日
よ
り
占
用
料
が
改
正
さ

れ
、
市
も
そ
れ
に
準
じ
て

い
ま
す
。
土
地
の
評
価
が

変
わ
っ
た
こ
と
に
よ
る
も

の
で
す
。全

員
賛
成
で
可
決

議
案
第
100
号

市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い

て
　
２
路
線
の
現
地
踏
査
を

行
い
ま
し
た
。

全
員
賛
成
で
可
決
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11
月
24
日　

臨
時
議
会

議
長
選
挙

谷
永
兼
二

�
（
甲
賀
市
議
会
）

副
議
長
選
挙

大
島
正
秀

�

（
湖
南
市
議
会
）

監
査
委
員
の
選
任

山
岡
光
広

�

（
甲
賀
市
議
会
）

識
見
監
査
委
員
の
選
任

大
角
勝
一

　
以
上
の
方
々
が
選
ば
れ

ま
し
た
。

　
令
和
５
年
第
３
回
公
立

甲
賀
病
院
組
合
議
会
臨
時

会（
11
月
24
日
）

　
議
会
議
員
の
任
期
満
了

に
よ
り
、
新
た
な
メ
ン

バ
ー
構
成
と
な
り
、
令
和

５
年
公
立
甲
賀
病
院
組
合

議
会
第
３
回
臨
時
会
が
11

月
24
日
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
議
長
は
湖
南
市
議
会
の

藤
川
み
ゆ
き
、
副
議
長
は

甲
賀
市
議
会
の
中
島
裕
介

議
員
が
共
に
満
票
で
選
出

と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
管
理
者
で
あ
る

岩
永
甲
賀
市
長
よ
り
議
会

選
出
の
監
査
委
員
と
し
て

湖
南
市
議
会
の
森
淳
議
員

が
任
命
さ
れ
、
全
会
一
致

で
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
５
年
第
２
回
公
立
甲

賀
病
院
組
合
議
会（
10
月

17
日
）

議
案
第
８
号

令
和
４
年
度
公
立
甲
賀
病
院

組
合
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決

算
の
認
定
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
認
定

議
案
第
９
号

令
和
５
年
度
公
立
甲
賀
病

院
組
合
一
般
会
計
補
正
予

算（
第
１
号
）

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

９
２
４
万
７
千
円
を
増
額

し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

２
２
億
１
９
５
４
万
７
千

円
と
す
る
。

全
員
賛
成
で
可
決

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
状
況
に
つ
い
て
、
看

護
師
の
充
足
見
通
し
に
つ

い
て
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
普
及
促
進
実
態
の

課
題
に
つ
い
て
、
感
染
症

医
療
へ
の
方
針
と
体
制
づ

く
り
に
つ
い
て
、
２
名
の

一
般
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

公立甲賀病院組合

議
案
第
90
号

主
な
質
疑

問　

会
計
年
度
任
用
職
員

の
報
酬
が
減
額
と
な
っ
て

い
る
理
由
は
。

答　

当
初
予
算
よ
り
人
数

が
減
っ
て
い
る
た
め
で
す
。

問　

入
札
件
数
増
加
に
伴

う
不
足
分
増
額
で
、
契
約

に
か
か
る
借
り
上
げ
料
の

増
加
理
由
に
つ
い
て

答　

契
約
シ
ス
テ
ム
は
入

札
件
数
、
執
行
す
る
回
数

に
応
じ
て
使
用
料
を
支
払

う
と
い
う
契
約
に
な
っ
て

い
る
た
め
で
す
。

問　

庁
舎
整
備
基
本
計
画

の
見
直
し
に
係
る
外
部
検

討
委
員
報
酬
で
委
員
の
人

付託案件 ７件

予算
常任委員会

育
て
支
援
交
付
金
返
還
金

に
つ
い
て

答　

子
ど
も
・
子
育
て
交

付
金
の
支
援
法
に
基
づ
き

13
事
業
の
交
付
決
定
額
と

実
績
報
告
の
確
定
額
と
の

差
額
分
、
補
助
率
の
３
分

の
２
を
返
還
す
る
も
の
で

す
。

問　

過
年
度
母
子
家
庭
等

対
策
総
合
支
援
事
業
国
庫

補
助
金
返
還
金
に
つ
い
て

答　

母
子
家
庭
等
就
業
・

自
立
支
援
事
業
、
ひ
と
り

親
家
庭
等
対
策
の
普
及
促

進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
事
業
で
そ
の
う
ち
の

自
立
支
援
、
教
育
訓
練
給

付
事
業
と
高
等
職
業
訓
練

促
進
給
付
金
事
業
と
ひ
と

り
親
家
庭
高
等
学
校
卒
業

程
度
認
定
試
験
合
格
支
援

事
業
と
母
子
・
父
子
自
立

支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
策
定
事

業
と
離
婚
前
後
親
支
援
モ

デ
ル
事
業
に
つ
い
て
交
付

数
、
選
定
方
法
、
予
定
し

て
い
る
開
催
回
数
は
。

答　

検
討
委
員
会
の
設
置

要
綱
第
３
条
で
、
委
員
は

有
識
者
、
あ
る
い
は
市
民

団
体
等
の
代
表
者
、
そ
の

他
市
長
が
必
要
と
認
め
る

も
の
か
ら
市
長
が
委
嘱
す

る
と
な
っ
て
お
り
、
現
在

の
委
員
は
、
２
人
が
建
築

に
詳
し
い
外
部
の
方
、
商

工
会
推
薦
の
事
業
所
代
表
、

障
が
い
児
者
団
体
連
絡
協

議
会
代
表
、
区
代
表
、
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
代
表
の

６
人
の
構
成
で
、
今
年
度

は
１
回
の
開
催
予
定
で
す
。

問　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
交
付
事
務
費
補
助
金
に

つ
い
て
補
助
対
象
経
費
を

過
大
に
計
上
し
て
い
た
理

由
は
。

答　

当
初
の
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
交
付
人
数
の

数
を
読
み
切
れ
な
か
っ
た
。

問　

過
年
度
子
ど
も
・
子
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災
害
時
の
非
常
用
電
源
に

つ
い
て

問　

災
害
対
策
本
部
の
業

務
継
続
性
確
保
の
た
め
の

非
常
用
電
源
に
つ
い
て

答
　
庁
舎
に
は
、
非
常
用

電
源
は
有
し
て
お
ら
ず
、

現
在
、
庁
舎
周
辺
整
備
基

本
計
画
に
お
い
て
災
害
対

策
本
部
機
能
を
含
め
た
庁

舎
の
方
向
性
を
検
討
中
で
、

庁
舎
が
整
備
さ
れ
る
ま
で

の
間
は
、
滋
賀
県
、
近
隣

自
治
体
や
関
係
団
体
と
連

携
を
図
る
と
と
も
に
、
発

動
発
電
機
の
リ
ー
ス
、
市

内
事
業
者
等
と
の
災
害
時

応
援
協
定
の
締
結
に
よ
り

対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問　

指
定
避
難
所
と
な
る

各
施
設
の
非
常
用
電
源
は
。

答
　
約
50
施
設
の
指
定
避

難
所
に
お
い
て
、
発
災
後

72
時
間
稼
働
可
能
な
非
常

用
電
源
は
無
く
、
可
搬

型
の
発
電
機（
２
Ｋ
ｗ
未

満
）
が
地
区
連
絡
所
や
庁

舎
に
15
台
、
各
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
や
各
区
で
備
え

て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま

す
。
市
と
し
て
、
電
気
自

動
車
や
太
陽
光
発
電
の
利

用
、
災
害
時
応
援
協
定
な

ど
に
よ
り
確
保
で
き
る
仕

組
み
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

問　
「
こ
な
ん
ウ
ル
ト
ラ

パ
ワ
ー
（
株
）」と
の
連
携

は
。

答
　
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
に
太
陽
光
発
電
一
体

型
カ
ー
ポ
ー
ト
の
設
置
を

進
め
て
お
り
、
災
害
時
に

課
題
と
な
る
レ
ジ
リ
エ
ン

ス
強
化
に
も
寄
与
し
ま
す
。

問　

在
宅
避
難
で
災
害
備

蓄
品
に
加
え
て
小
型
発
電

機
の
備
え
を
推
奨
し
て
は
。

答
　
防
災
出
前
講
座
に
て

啓
発
し
て
お
り
、
引
き
続

き
広
報
・
市
Ｈ
Ｐ
で
周
知

啓
発
し
て
い
き
ま
す
。

問　

人
工
呼
吸
器
な
ど
の

外
部
電
源
購
入
の
た
め
の

助
成
に
つ
い
て

答
　
平
成
31
年
４
月
か
ら

人
工
呼
吸
器
用
自
家
発
電

機
ま
た
は
外
部
バ
ッ
テ

リ
ー
を
市
独
自
の
対
象
品

目
と
し
て
給
付
し
て
い
ま

す
。

そ
の
他
、が
ん
と
の
共
生

に
つ
い
て
質
問
し
ま
し

た
。

業務継続性確保のための
� 非常用電源設置を！

湖南市公明党議員団●細川　ゆかり 議員

決
定
額
と
確
定
額
の
差
額

分
を
返
却
す
る
も
の
で
す
。

問　

物
価
高
騰
等
に
つ
い

て
湖
南
市
全
体
が
受
け
た

影
響
の
総
額
は
。

答　

予
算
が
各
課
に
分
か

れ
て
お
り
、
集
約
が
で
き

て
い
な
い
た
め
、
全
体
額

は
把
握
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

問　

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

の
人
材
派
遣
委
託
に
か
か

る
債
務
負
担
行
為
の
必
要

性
に
つ
い
て

答　

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

で
は
慢
性
的
に
人
材
不
足

で
人
材
派
遣
委
託
を
行
っ

て
お
り
、
現
契
約
が
令
和

５
年
度
で
切
れ
る
た
め
、

来
年
度
の
契
約
手
続
き
を

令
和
５
年
度
中
に
行
う
も

の
で
す
。

問　

道
路
維
持
補
修
事
業

の
増
額
に
つ
い
て
、
物
価

高
騰
や
原
材
料
費
の
高
騰

の
影
響
か
。

答　

物
価
高
騰
の
影
響
も

あ
り
ま
す
が
、
現
在
10
月

時
点
に
お
い
て
３
０
７
件

の
要
望
が
あ
り
、
地
域
の

皆
さ
ま
の
要
望
に
お
応
え

す
る
た
め
の
増
額
で
す
。

問　

三
雲
児
童
館
保
育
サ

ポ
ー
ト
業
務
委
託
の
実
績

に
基
づ
く
増
額
に
つ
い
て

答　

滋
賀
県
の
最
低
賃
金

改
正
に
伴
い
、
１
時
間
単

位
の
増
額
と
、
土
日
の
事

業
の
分
も
含
ま
れ
ま
す
。

問　

子
育
て
支
援
ヘ
ル
プ

事
業
委
託
の
増
額
理
由
は
。

答　

生
後
３
歳
ま
で
の
乳

幼
児
の
い
る
世
帯
に
対
し
、

家
事
や
通
院
、
育
児
等
の

支
援
を
行
う
事
業
で
、
利

用
世
帯
数
が
予
定
よ
り
も

増
加
し
た
た
め
増
額
し
ま

し
た
。

問　

産
婦
健
診
の
減
額
理

由
は
。

答　

当
初
、
妊
産
婦
の
健

診
を
４
５
０
人
で
見
込
ん

で
い
ま
し
た
が
、
当
年
度

末
の
実
数
を
試
算
し
、
差

額
を
減
額
し
ま
し
た
。

問　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

運
行
対
策
費
に
つ
い
て
、

乗
り
合
い
率
は
。

答　

乗
り
合
い
率
は
、
ほ

ぼ
ゼ
ロ
に
近
い
で
す
。

反
対
討
論

　

人
事
院
勧
告
に
基
づ
く

特
別
職
の
職
員
の
給
与
に

関
す
る
法
律
の
一
部
改
正

に
準
じ
た
市
議
会
議
員
な

ど
の
特
別
職
期
末
手
当
の

改
定
に
つ
い
て
、
民
間
で

は
ま
だ
賃
上
げ
が
十
分
に

進
ん
で
い
な
い
状
況
の
中

で
、
市
民
の
理
解
を
得
に

く
い
と
考
え
る
こ
と
か
ら

反
対
と
し
ま
す
。

賛
成
多
数
で
可
決

議
案
第
91
号
～
95
号
及
び
議

案
第
102
号全

員
賛
成
で
可
決

湖南市議会だより 12
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問　

求
め
て
い
る
文
化
は
。

答
　
市
民
の
文
化
・
芸
術

の
参
加
・
参
画
意
識
の
醸

成
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

問　

石
部
文
化
ホ
ー
ル
の

維
持
経
費
に
つ
い
て

答
　
石
部
文
化
総
合
セ
ン

タ
ー
と
し
て
概
算
で
年
間

約
１
２
７
０
万
円
。
建
築

か
ら
34
年
が
経
過
し
て
お

り
、
舞
台
吊
物
設
備
や
調

光
設
備
、
ま
た
空
調
改
修

が
必
要
と
な
り
、
改
修
費

用
は
概
算
で
約
３
億
９
千

万
円
の
見
込
み
で
す
。

問　

ホ
ー
ル
部
分
だ
け
の

改
修
は
で
き
な
い
の
か
。

答
　
建
築
物
は
一
体
的
に

耐
震
な
ど
の
構
造
計
算
が

さ
れ
て
お
り
、
大
き
な
ス

ペ
ー
ス
の
改
修
は
相
当
な

る
補
強
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

問　

石
部
文
化
総
合
セ
ン

タ
ー
の
今
後
に
つ
い
て

答
　
西
庁
舎
周
辺
整
備
計

画
の
方
向
性
と
整
合
を
図

り
な
が
ら
、
中
学
校
区
の

小
規
模
多
機
能
自
治
構
想

の
中
で
検
討
し
て
い
き
ま

す
。

子
ど
も
を
育
む
施
策
に
つ

い
て

問　

国
が
努
力
義
務
と
定

め
る「
こ
ど
も
家
庭
セ
ン

タ
ー
」の
設
置
と
目
的
は
。

答
　
孤
立
感
や
不
安
感
を

抱
く
妊
婦
・
子
育
て
家
庭

へ
の
伴
走
型
相
談
支
援
、

経
済
的
支
援
の
た
め
、
母

子
保
健
係
、
家
庭
児
童
相

談
室
、
子
ど
も
家
庭
総
合

セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
て
設

置
し
て
い
き
ま
す
。

市
道
宮
ヶ
谷
線
歩
道
設
置

に
つ
い
て

答
　
地
権
者
と
の
協
議
に

時
間
を
要
し
て
い
ま
す
。

湖
南
市
道
路
整
備
計
画
短

期
計
画
と
し
て
な
く
な
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

文化の振興と
� 石部文化ホールについて

無会派●赤祖父　裕美 議員

一般質問

図
書
機
能
等
の
小
規
模
多

機
能
自
治
セ
ン
タ
ー
に
求

め
ら
れ
る
機
能
に
つ
い
て

問　

市
が
想
定
す
る
自
治

セ
ン
タ
ー
の
図
書
機
能
は
。

答　

予
約
本
の
受
け
取
り

と
返
却
の
機
能
で
す
。

問　

市
民
が
図
書
館
に
求

め
て
い
る
機
能
の
整
理
や

ニ
ー
ズ
把
握
が
必
要
で
は
。

答　

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
以
降
に
調
べ
、
約
４
割

の
来
館
者
は
本
を
借
り
ず

に
館
内
で
読
書
等
を
し
て

過
ご
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。
自
主
学

習
や
歓
談
の
場
を
求
め
る

声
も
把
握
し
て
い
ま
す
。

問　

住
民
自
治
に
対
す
る

支
援
は
十
分
と
の
認
識
か
。

答　

自
治
セ
ン
タ
ー
は
地

域
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の

役
割
も
あ
り
、
地
域
に
対

す
る
支
援
や
連
携
の
形
を

確
立
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

広
報
広
聴
に
つ
い
て

問　

２
月
実
施
の
広
報
ア

ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
受
け

た
今
後
の
取
り
組
み
は
。

答　

広
報
紙
・
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
軸
に
他
の
媒
体

で
プ
ッ
シ
ュ
通
知
を
行
い

情
報
発
信
す
る
こ
と
を
基

本
と
し
、
見
づ
ら
い
と
さ

れ
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
見

直
し
も
進
め
る
予
定
で
す
。

住民自治の第一歩！
� 「知る」と「関わる」

会派 きずな●中土　翔太 議員

ハ
チ
の
巣
駆
除
に
対
す
る

費
用
補
助
制
度
は

答
　
今
の
と
こ
ろ
、
補
助

制
度
導
入
は
考
え
て
い
ま

せ
ん
。
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問　

発
症
年
齢
は
50
歳

以
上
が
65
・
７
％
を
占
め
、

60
～
80
歳
代
で
ピ
ー
ク
を

迎
え
る
帯
状
疱
疹
に
つ
い

て
の
周
知
と
予
防
効
果
の

高
い
ワ
ク
チ
ン
の
助
成
に

つ
い
て

答
　
Ｈ
Ｐ
や
チ
ラ
シ
等
で

啓
発
し
て
い
き
ま
す
。
ワ

ク
チ
ン
は
予
防
効
果
と
同

時
に
副
反
応
も
あ
る
こ
と

か
ら
任
意
接
種
と
し
て
ご

本
人
が
検
討
し
た
上
で
接

種
を
受
け
て
い
た
だ
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。
　

問　

帯
状
疱
疹
と
気
づ
か

ず
放
置
さ
れ
て
治
癒
す
る

の
に
日
に
ち
が
か
か
る
例

が
多
い
と
の
デ
ー
タ
が
あ

る
が
、
発
疹
か
ら
72
時
間

内
の
投
薬
で
ず
い
ぶ
ん
早

期
に
治
療
で
き
る
疾
病
で

あ
る
こ
と
と
、
治
癒
後
に

疼
痛
が
長
期
間
残
る「
帯

状
疱
疹
後
神
経
痛
」に
悩

ま
れ
る
方
が
多
い
こ
と
を

特
に
50
歳
代
以
上
の
方
に

更
に
啓
発
し
て
い
く
べ
き
。

答
　
集
団
健
康
診
断
の
際

に
も
疾
患
及
び
予
防
の
た

め
の
生
活
習
慣
に
つ
い
て

も
話
を
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

問　

自
治
体
で
の
ワ
ク
チ

ン
助
成
が
昨
年
よ
り
全
国

で
２
９
０
増
加
し
合
計

３
２
６
と
な
っ
て
い
る
が
、

湖
南
市
の
今
後
は
。

答
　
定
期
接
種
と
な
っ
て

い
な
い
の
で
重
篤
な
副
反

応
が
出
た
際
、
国
の
予
防

接
種
健
康
被
害
救
済
制
度

の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

今
後
国
の
動
き
や
近
隣
市

町
村
の
状
況
を
注
視
し
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
ま
す
。

問　

失
明
原
因
１
位
の

「
緑
内
障
」は
治
療
法
が
な

く
自
覚
症
状
も
な
く
、
眼

底
検
査
で
し
か
発
見
で
き

な
い
。
周
知
が
重
要
。

答
　
血
糖
値
の
基
準
値
を

超
え
た
方
に
対
し
勧
奨
し

て
い
ま
す
が
、
委
託
業
者

と
調
整
の
上
オ
プ
シ
ョ
ン

検
査
と
し
て
実
施
す
る
こ

と
を
検
討
で
き
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

帯状疱疹・緑内障は
� 早期発見の努力を

湖南市公明党議員団●副田　悦子 議員

一般質問

問　

小
中
学
校
の
樹
木
等

の
定
期
点
検
に
つ
い
て

答
　
市
内
全
校
で
日
常
点

検
と
は
別
に
月
一
度
、
学

校
施
設
全
般
の
安
全
点
検

を
行
っ
て
い
ま
す
。
点
検

の
中
で
危
険
箇
所
な
ど
が

発
見
さ
れ
た
場
合
、
樹
木

だ
け
に
限
ら
ず
、
必
要
に

応
じ
て
学
校
と
教
育
委
員

会
が
連
携
し
て
専
門
業
者

に
相
談
、
知
見
な
ど
も
聞

き
な
が
ら
対
応
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。
今
後
も
学
校

施
設
の
管
理
に
お
い
て
、

学
校
と
教
育
委
員
会
の
連

携
強
化
に
努
め
、
日
常
点

検
及
び
定
期
点
検
を
徹
底

し
、
子
ど
も
た
ち
が
安
心

し
て
学
び
、
活
動
で
き
る

環
境
を
整
え
る
た
め
、
安

全
を
第
一
に
専
門
業
者
の

協
力
を
得
て
必
要
に
応
じ

て
予
算
確
保
に
努
め
取
り

組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

問　

第
79
回
国
民
ス
ポ
ー

ツ
大
会
・
第
24
回
全
国
障

害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
お

け
る
障
が
い
者
に
配
慮
し

た
施
設
整
備
に
つ
い
て

答
　
令
和
４
年
度
に
実
施

し
た
総
合
体
育
館
の
ト
イ

レ
改
修
工
事
で
は
段
差
の

解
消
や
便
器
の
洋
式
化
、

水
栓
の
自
動
化
等
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
対
応
を
行
い

ま
し
た
。
今
年
度
の
改
修

工
事
で
は
体
育
館
の
玄
関

前
の
床
を
滑
り
に
く
く
す

る
シ
ー
ト
改
修
や
階
段
部

へ
の
手
す
り
の
設
置
に
よ

り
、
障
が
い
者
に
配
慮
し

た
施
設
整
備
を
行
い
ま
し

た
。
今
後
に
お
き
ま
し
て

は
ロ
ッ
カ
ー
ル
ー
ム
等
の

改
修
を
進
め
誰
も
が
使
用

し
や
す
い
施
設
と
し
て
、

ま
た
障
が
い
者
や
高
齢
者

な
ど
に
配
慮
し
た
整
備
を

進
め
、
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大

会
・
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー

ツ
大
会
を
通
じ
て
ス
ポ
ー

ツ
を
振
興
し
て
い
く
こ
と

と
し
て
お
り
ま
す
。

思いやりのある
� まちづくりを目指して

会派 きずな●大島　正秀 議員
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災害対策の備えについて

会派 きずな●永田　誠治 議員

問
①
水
害
対
策
に
つ
い
て

防
災
マ
ッ
プ
に
記
載
さ
れ

て
い
る
市
内
各
所
の
冠
水

や
土
砂
災
害
な
ど
が
予
想

さ
れ
る
河
川
の
整
備
や
管

理
を
ど
の
よ
う
に
進
め
ら

れ
る
の
か
。

答
　
水
害
対
策
に
お
い
て
、

流
末
排
水
を
担
う
一
級
河

川
や
普
通
河
川
は
非
常
に

重
要
で
あ
り
、
日
頃
か
ら

河
川
機
能
を
保
持
す
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
通
常
、
河

川
の
浚
渫
を
実
施
す
る
場

合
、
そ
れ
ぞ
れ
の
河
川
が

持
っ
て
い
る
河
積
に
対
し

土
砂
堆
積
が
ど
れ
く
ら
い

影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
か

を
現
地
で
確
認
し
、
阻
害

率
の
結
果
を
参
考
に
、
実

施
の
有
無
を
判
断
し
て
い

く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

問
②
通
信
手
段
に
つ
い
て

災
害
情
報
の
収
集
、
発
信

を
ど
の
よ
う
に
さ
れ
る
か
。

答
　
災
害
時
に
お
け
る
市

か
ら
の
情
報
伝
達
手
段
に

つ
き
ま
し
て
は
、
防
災
行

政
無
線
の
機
能
強
化
を
進

め
て
お
り
、
老
朽
化
し
た

防
災
行
政
無
線
操
作
卓
を

更
新
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

登
録
制
メ
ー
ル
配
信
サ
ー

ビ
ス
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
へ
の
多

層
的
な
情
報
発
信
を
一
括

で
自
動
配
信
可
能
と
す
る

環
境
を
整
備
し
ま
し
た
。

問
③
備
蓄
食
料
に
つ
い
て

小
中
学
校
の
給
食
に
提
供

す
る
こ
と
で
、
防
災
教
育

の
一
環
と
し
て
意
識
を
高

め
る
こ
と
に
有
効
で
は
な

い
か
。

答
　
備
蓄
食
料
の
学
校
給

食
と
し
て
の
提
供
に
つ
き

ま
し
て
は
、
カ
ロ
リ
ー
や

栄
養
バ
ラ
ン
ス
な
ど
の
観

点
か
ら
献
立
を
考
え
ら
れ

た
給
食
の
代
替
え
と
は
な

り
得
ま
せ
ん
が
、
児
童
・

生
徒
が
実
際
に
備
蓄
食

料
を
食
べ
る
こ
と
に
よ
り
、

実
践
的
な
防
災
教
育
の
場

と
な
る
こ
と
か
ら
、
教
育

委
員
会
と
連
携
し
、
検
討

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

ま
す
。

問　

ふ
る
さ
と
納
税
の
現

状
と
増
加
対
策
は
。

答
　
地
域
を
応
援
す
る
ふ

る
さ
と
納
税
は
、
税
額
控

除
や
返
礼
品
の
メ
リ
ッ
ト

を
享
受
で
き
る
事
か
ら
、

全
国
的
に
年
々
市
場
規
模

は
増
加
傾
向
で
あ
り
、
自

治
体
間
で
の
過
当
競
争
も

見
か
け
ら
れ
る
。
本
市
に

お
い
て
は
、
ふ
る
さ
と
納

税
制
度
の
寄
附
に
よ
る
財

源
の
活
用
も
さ
る
こ
と
な

が
ら
、
地
域
の
特
産
品
等

を
返
礼
品
に
選
定
す
る
事

で
市
内
業
者
を
支
援
す
る

と
と
も
に
、
本
市
の
魅
力

を
地
域
内
外
に
発
信
す
る

事
に
よ
り
、
移
住
促
進
や

関
係
人
口
の
創
出
等
の
シ

テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に

繋
が
る
こ
と
か
ら
、
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　
令
和
４
年
度
の
寄
附
総

額
は
、
約
２
億
５
千
万
円

で
あ
り
、
市
民
の
方
が
他

の
市
町
に
寄
附
し
た
総
額

は
、
約
２
億
２
千
万
円
と

な
り
、
若
干
市
内
へ
の
寄

附
総
額
が
上
回
る
実
績
で

す
。

　
寄
附
総
額
が
多
い
市
町

で
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
単

独
窓
口
を
設
け
、
多
く
の

ア
イ
デ
ア
を
駆
使
し
た
取

り
組
み
を
行
い
、
寄
付
額

が
、
地
方
税
収
を
超
え
る

自
治
体
も
あ
り
、
基
金
を

活
用
し
て
翌
年
度
に
大
掛

か
り
な
事
業
へ
の
取
り
組

み
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
本
市
に
お
い
て
も
、
大

き
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実

施
す
る
場
合
に
は
、
貴
重

な
財
源
と
な
る
こ
と
か
ら
、

市
内
業
者
の
魅
力
あ
る
返

礼
品
開
拓
や
戦
略
的
な
広

告
の
運
用
、
市
民
の
皆
さ

ん
に
御
協
力
を
い
た
だ
い

て
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
通
じ

て
、
公
式
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ

ｅ
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
拡
散
等

効
果
的
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
施
策
を
展
開
し
、
寄
付

額
の
更
な
る
増
収
に
取
り

組
み
ま
す
。

まちの活性化について

会派 きずな●望月　卓 議員
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誰もが利用したくなる
� 図書館サービスの充実

日本共産党湖南市議員団●松井　けい子 議員

問　

図
書
館
は
、
多
様
な

世
代
を
惹
き
つ
け
、
誰
も

が
利
用
し
た
く
な
る
図
書

館
サ
ー
ビ
ス
の
展
開
が
必

要
。
利
用
状
況
は
。

答
　
来
館
者
数
、
貸
出
冊

数
は
、
コ
ロ
ナ
前
よ
り
減

少
し
た
が
、
移
動
図
書
館

の
巡
回
先
を
15
カ
所
か
ら

22
カ
所
に
増
や
す
こ
と
で
、

利
用
者
１
６
０
％
、
貸
出

冊
数
１
３
４
％
増
加
と
見

込
ん
で
い
ま
す
。

問　

以
前
か
ら
要
望
の
多

い
図
書
館
内
で
の
学
習
や

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
は
。

答
　
図
書
館
の
資
料
を
活

用
し
な
く
て
も
自
主
学
習

が
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

甲
西
図
書
館
は
、
フ
リ
ー

Ｗ
ｉ
‐
Ｆ
ｉ
の
整
備
が
あ

る
の
で
、
パ
ソ
コ
ン
持
ち

込
み
も
結
構
で
す
。
市
民

の
方
が
ア
イ
デ
ア
や
力
を

発
揮
で
き
る
場
、
人
と
人

が
出
会
い
、
交
わ
る
場
所

と
な
る
よ
う
努
め
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
利
用

ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
バ
ナ
ー

を
増
や
す
こ
と
は
。

答
　
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
の
バ

ナ
ー
を
一
部
改
修
す
る
作

業
を
進
め
て
い
ま
す
。

問　

古
い
情
報
の
削
除
、

更
新
の
チ
ェ
ッ
ク
体
制
は
。

答
　
Ｕ
Ｒ
Ｌ
の
リ
ン
ク
切

れ
や
古
い
デ
ー
タ
が
更
新

さ
れ
て
い
な
い
状
況
を
全

庁
的
に
呼
び
か
け
組
織
横

断
的
に
確
認
を
行
い
ま
す
。

約
８
割
の
児
童
生
徒
が
学

校
ト
イ
レ
に
生
理
用
品
の

設
置
を
望
ん
で
い
る
が
。

答
　
他
市
で
は
、
い
た
ず

ら
が
多
発
、
清
潔
管
理
が

課
題
。
市
は
保
健
室
対
応

で
、
児
童
生
徒
の
体
調
や

家
庭
状
況
を
把
握
し
必
要

な
支
援
と
情
報
提
供
を
し

ま
す
。

問　

住
宅
困
窮
者
の
状
況

は
。

答
　
今
年
度
の
半
年
間
で

22
件
の
相
談
が
あ
り
、
住

宅
確
保
給
付
金
、
一
時
生

活
支
援
事
業
、
就
労
支
援
、

生
活
保
護
の
案
内
や
県
指

定
の
居
住
支
援
法
人
の
情

報
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。

一般質問

問　

国
民
健
康
保
険
直
営

「
岩
根
診
療
所
」の
今
後
に

つ
い
て
休
診
後
の
医
師
確

保
取
組
の
経
過
は
。

答
　
今
年
５
月
か
ら
９
月

に
か
け
、
県
内
医
療
機
関

や
東
京
に
本
部
の
あ
る
法

人
等
に
医
師
派
遣
依
頼
を

行
い
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
、

全
国
的
に
医
師
不
足
が
あ

り
湖
南
市
は
他
地
域
に
比

べ
優
先
順
位
が
低
い
と
の

見
解
で
、
医
師
確
保
に
は

至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

問　

岩
根
診
療
所
再
開
に

向
け
て
今
後
の
見
通
し
は
。

答
　
医
師
派
遣
に
よ
る
再

開
に
つ
い
て
は
困
難
で
あ

り
、
医
師
派
遣
以
外
の
方

法
も
含
め
て
早
期
再
開
を

目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問　

県
外
他
市
へ
き
地
に

お
け
る
週
１
回
の
診
療
体

制
事
例
に
つ
い
て

答
　
岩
根
診
療
所
に
つ
い

て
は
休
診
以
前
の
診
療
体

制
で
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

問　

ス
ポ
ー
ツ
を
核
と
し

た
地
域
活
性
化
と
市
内
主

要
施
設
利
用
状
況
に
つ
い

て答
　
利
用
者
数
が
多
い
の

は
総
合
体
育
館
・
サ
ン
ビ

レ
ッ
ジ
甲
西
で
２
年
前
の

コ
ロ
ナ
禍
か
ら
比
べ
増
加

し
て
い
ま
す
。

問　

施
設
の
有
効
活
用
に

向
け
た
今
後
の
方
針
は
。

答
　
サ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
甲
西

照
明
施
設
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
や

体
育
施
設
全
般
の
ト
イ
レ

改
修
な
ど
を
順
次
計
画
的

に
実
施
予
定
で
す
。
更
な

る
活
性
化
の
施
設
づ
く
り

に
つ
い
て
は
、
ス
ポ
ー
ツ

推
進
審
議
会
に
諮
り
検
討

し
て
ま
い
り
ま
す
。

問　

道
路
管
理
の
概
要
は
。

答
　
市
内
４
ブ
ロ
ッ
ク
で

入
札
等
に
よ
り
発
注
、
道

路
パ
ト
ロ
ー
ル
、
穴
埋
め

等
は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
へ
委
託
で
す
。

問　

道
路
通
報
シ
ス
テ
ム

の
導
入
方
針
は
。

答
　
安
心
安
全
の
た
め
既

存
ア
プ
リ
の
改
良
を
含
め

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

医療施設・スポーツ施設・
� 道路管理の充実‼
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一般質問

東
庁
舎
及
び
西
庁
舎（
庁

舎
整
備
基
本
計
画
）の
検

討
状
況
に
つ
い
て

答
　
基
本
計
画
の
策
定
に

つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年
６

月
に「
湖
南
市
庁
舎
整
備

基
本
計
画
策
定
業
務
委

託
」
を
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

会
社
と
契
約
し
、
現
在
過

年
度
業
務
の
精
査
等
の
条

件
整
理
、
庁
舎
の
規
模
、

配
置
等
の
庁
舎
整
備
方
針
、

周
辺
整
備
の
将
来
像
検
証

な
ど
を
、
内
部
及
び
外
部

の
検
討
委
員
会
を
立
ち
上

げ
、
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。
な
お
計
画

策
定
作
業
の
進
捗
に
つ
き

ま
し
て
は
、
令
和
６
年
３

月
定
例
会
に
て
中
間
報
告

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

そ
の
他
の
施
設
の
検
討
状

況
に
つ
い
て

問　

三
雲
学
童
保
育
所
に

つ
い
て

答
　
老
朽
化
が
進
ん
で
お

り
ま
す
の
で
三
雲
小
学
校

の
長
寿
命
化
に
合
わ
せ
て

複
合
化
を
検
討
し
て
ま
い

り
ま
す
。

問　

三
雲
東
学
童
保
育
所

に
つ
い
て

答
　
計
画
通
り
維
持
管
理

に
努
め
る
と
と
も
に
、
三

雲
東
小
学
校
へ
の
複
合
化

を
検
討
し
て
い
ま
す
。

問　

三
雲
児
童
館
に
つ
い

て答
　
新
耐
震
基
準
を
満
た

し
て
な
い
施
設
と
な
り
ま

す
の
で
、
今
後
他
の
施
設

と
複
合
化
と
し
て
お
り
ま

す
が
、
施
設
の
必
要
性
・

効
率
性
を
示
す
利
用
状
況

及
び
コ
ス
ト
状
況
も
踏
ま

え
て
検
討
し
て
い
く
こ
と

と
し
ま
す
。

　
湖
南
市
公
共
施
設
等
総

合
管
理
計
画
及
び
個
別
施

設
計
画
に
つ
き
ま
し
て
は
、

現
在
改
定
の
作
業
を
行
っ

て
お
り
、
令
和
６
年
度
の

当
初
予
算
を
反
映
し
た
形

で
計
画
の
改
定（
案
）
を
令

和
６
年
３
月
議
会
に
報
告

さ
せ
て
い
た
だ
く
予
定
で

す
。

公共施設等総合管理計画について

会派 きずな●奥村　幹郎 議員

菩
提
寺
周
辺
の
交
通
と
水

害
の
問
題
に
つ
い
て

問　

み
ど
り
の
村
付
近
の

交
差
点
が
冠
水
す
る
問
題

に
つ
い
て

答
　
本
年
５
月
に
、
交
差

点
か
ら
竜
王
側
に
向
け
て

新
た
な
排
水
路
を
併
設
し

ま
し
た
。
ま
た
、
暗
渠
管

手
前
の
固
定
ス
ク
リ
ー
ン

を
ご
み
清
掃
が
可
能
な
製

品
に
置
き
換
え
ま
し
た
。

問　

広
野
地
区
付
近
の
水

害
の
危
険
性
に
つ
い
て

答
　
開
発
予
定
地
内
に
調

整
池
を
設
置
し
ま
す
。
ま

た
付
近
の
川
が
溢
れ
た
際

に
備
え
、
新
た
に
設
け
ら

れ
る
排
水
路
を
介
し
て
大

山
川
に
直
接
排
水
が
行
え

る
計
画
で
す
。
そ
の
他
に

周
辺
の
既
設
水
路
の
清
掃

や
修
繕
等
を
行
い
ま
す
。

問　

菩
提
寺
新
町
の
交
差

点
の
右
折
レ
ー
ン
設
置
に

つ
い
て

答
　
ま
ず
は
交
通
量
調
査

を
実
施
し
、
必
要
性
を
客

観
的
に
分
析
し
ま
す
。

　
ま
た
、
右
折
レ
ー
ン
を

設
置
す
る
用
地
が
な
く
、

沿
道
に
も
店
舗
が
あ
り
新

た
な
用
地
確
保
は
困
難
で

す
。

　
信
号
の
調
節
や
右
折
禁

止
で
対
応
で
き
な
い
か
関

係
機
関
と
検
討
し
ま
す
。

問　

近
江
台
の
交
差
点
に

お
け
る
横
断
歩
道
の
危
険

に
つ
い
て

答
　
安
全
対
策
が
図
ら
れ

る
よ
う
県
道
路
管
理
者
に

強
く
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

問　

菩
提
寺
地
域
に
お
け

る
交
通
渋
滞
に
つ
い
て

答
　
令
和
３
年
度
に
実
施

さ
れ
た
全
国
道
路
・
街
路

交
通
情
勢
調
査
に
お
い
て
、

特
に
朝
夕
の
慢
性
的
な
渋

滞
は
明
ら
か
で
す
。
こ
う

し
た
結
果
を
元
に
渋
滞
緩

和
対
策
に
つ
い
て
県
道
管

理
者
に
要
望
し
て
い
き
ま

す
。

そ
の
他
、「
あ
い
の
り
こ
な

ん
」や
公
共
交
通
に
つ
い

て
質
問
し
ま
し
た
。

菩提寺付近の交通・
� 水害の問題について

日本共産党湖南市議員団●川波　忠臣 議員
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新年度の予算編成に向けて

無会派●加藤　貞一郎 議員

問　

今
後
の
財
政
運
営
に

つ
い
て
、
お
尋
ね
し
ま
す
。

答
　
昨
今
の
物
価
上
昇
に

よ
る
経
常
経
費
の
増
加
へ

の
対
応
と
し
て
、
計
画
的

か
つ
効
果
的
な
投
資
的
事

業
の
実
施
と
公
共
施
設
等

総
合
管
理
計
画
に
基
づ
く

施
設
の
統
廃
合
に
よ
る
管

理
経
費
の
縮
減
を
進
め
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。
　

問　

令
和
５
年
度
か
ら
中

学
校
の
学
校
給
食
費
の
無

償
化
を
実
施
さ
れ
ま
し
た

が
小
学
校
の
無
償
化
に
つ

い
て
は
、
次
年
度
以
降
、

ど
の
よ
う
に
取
扱
い
さ
れ

る
の
か
、
お
尋
ね
し
ま
す
。

答
　
小
学
校
の
給
食
費
無

償
化
を
行
え
ば
約
１
億
６

千
万
円
の
経
常
的
収
入
を

失
う
こ
と
と
な
る
こ
と
か

ら
急
速
に
財
政
の
硬
直
化

を
招
く
こ
と
と
な
り
、
物

価
高
騰
が
続
く
現
状
に
お

い
て
無
償
化
を
行
う
こ
と

は
現
実
的
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
国
が
実
施
す
る
子
ど

も
子
育
て
世
代
に
対
す
る

施
策
財
源
支
援
に
注
視
し

つ
つ
実
施
時
期
は
、
見
極

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

問　

庁
舎
建
設
は
白
紙
撤

回
さ
れ
ま
し
た
が
、
未
だ

見
え
ぬ
代
替
案
の
庁
舎
像

に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。

答
　
庁
舎
建
設
に
関
す
る

過
去
の
検
討
結
果
の
全
て

を
否
定
し
て
は
い
ま
せ
ん
。

そ
う
し
た
中
、
で
き
る
限

り
の
施
設
・
機
能
は
集
約

化
を
図
り
、
福
祉
や
防
災

を
は
じ
め
と
す
る
地
域
の

協
力
や
地
域
と
の
協
働
が

必
要
と
な
る
サ
ー
ビ
ス
は

各
地
域
へ
分
散
化
す
る
仕

組
み
を
構
築
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、

こ
う
し
た
仕
組
み
に
よ
る

効
果
を
最
大
限
効
率
的
に

発
揮
す
る
こ
と
が
可
能
な

庁
舎
づ
く
り
を
行
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

一般質問

問　

本
年
９
月
定
例
会

で
、「
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
の
設
置
や
維
持
管
理
に

伴
う
経
費
に
つ
い
て
」の

質
問
に
対
し
、
市
は「
ご

み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
市
の

負
担
を
明
確
に
す
る
た
め

に
、
行
政
自
治
交
付
金
か

ら
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

設
置
の
補
助
金
を
別
出
し

す
る
の
は
、
大
変
有
効
で

あ
り
、
一
つ
の
手
段
で
あ

る
。」と
の
答
弁
で
し
た
が
、

そ
の
後
の
進
捗
状
況
は
。

答
　
庁
内
協
議
の
結
果

「
使
途
の
自
由
度
」、「
各

区
自
治
会
の
主
体
性
の
発

揮
」、「
小
規
模
多
機
能
自

治
の
推
進
」
の
観
点
か
ら
、

補
助
金
で
は
な
く
、
現
行

の
交
付
金
制
度
で
対
応
し

ま
す
。

問　

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

に
伴
う
課
題
は
。

答
　
様
々
な
苦
情
が
あ
り
、

区
自
治
会
加
入
者
、
未
加

入
者
に
伴
う
課
題
も
顕
著

に
な
っ
て
き
て
い
る
。

　
全
て
の
地
域
住
民
が
利

用
で
き
る
よ
う
な
環
境
整

備
に
努
め
た
い
。

問　

必
ず
し
も
補
助
金
対

応
す
べ
き
と
言
っ
て
い
る

訳
で
は
な
く
、
ご
み
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
の
利
用
が
、

全
て
の
住
民
に
と
っ
て
公

平
な
サ
ー
ビ
ス
と
な
る
よ

う
求
め
て
い
る
の
で
す
。

令
和
４
年
10
月
の
ア
ン

ケ
ー
ト
で
、
約
４
割
の
区

長
さ
ん
が
区
自
治
会
未
加

入
者
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
利
用
は
認
め
な
い
と
答

え
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
大

き
な
問
題
で
す
。
そ
の
後
、

ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
の

で
す
か
。

答
　
区
自
治
会
加
入
者
も

未
加
入
者
も
公
平
に
ご
み

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
利
用
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た

い
。
そ
の
た
め
に
は
多
く

の
課
題
を
一
つ
ず
つ
解
決

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
少
し
時
間
を
く
だ
さ

い
。
代
表
者
会
議
で
皆
さ

ん
の
意
見
を
聞
き
、
早
急

に
結
論
を
出
し
ま
す
。

ごみステーションの
� 設置、維持管理‼

会派 きずな●森　すなお 議員
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一般質問

子どもの居場所づくり・
� 道路整備について

会派 きずな●藤川　みゆき 議員

子
ど
も
居
場
所
に
つ
い
て

問　

子
ど
も
の
居
場
所
の

一
つ
、
子
ど
も
食
堂
に
つ

い
て
当
局
の
見
解
は
。

答
　
子
ど
も
食
堂
は
子
ど

も
た
ち
の
育
ち
へ
の
支
援
、

子
ど
も
の
貧
困
対
策
や
地

域
交
流
の
拠
点
と
し
て
重

要
な
役
割
を
果
た
し
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
子
ど

も
食
堂
が
継
続
的
な
運
営

が
行
え
る
仕
組
み
の
構
築
、

ま
た
新
た
に
支
援
し
た
い

と
い
う
団
体
な
ど
の
想
い

の
芽
生
え
を
増
や
す
こ
と
、

官
民
が
連
携
し
、
共
有
を

深
め
る
こ
と
が
行
政
の
担

う
役
割
と
し
て
求
め
ら
れ

て
い
る
と
考
え
ま
す
。

問　

子
ど
も
食
堂
に
助
成

金
を
出
し
て
い
る
自
治
体

も
あ
り
、
予
算
措
置
に
対

し
て
の
当
局
の
考
え
方
は
。

答
　
こ
ど
も
ま
ん
な
か
社

会
の
実
現
で
、
子
ど
も
の

居
場
所
、
特
に
子
ど
も
食

堂
の
運
営
に
係
る
財
源
も

一
定
用
意
さ
れ
て
い
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
効
果
的

に
居
場
所
の
支
援
を
行
う

観
点
で
、
ど
の
よ
う
な
制

度
設
計
が
良
い
か
、
整
理

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

道
路
整
備
に
つ
い
て

問　

下
田
大
谷
の
交
差
点

か
ら
竜
王
、
野
洲
に
延
び

る【
仮
称
】野
洲
竜
王
湖
南

広
域
幹
線
道
路
が
県
の

「
道
路
整
備
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ロ
グ
ラ
ム
２
０
２
３
」

に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
進

捗
を
お
尋
ね
し
ま
す
。

答
　
隣
接
す
る
自
治
体
と

の
広
域
連
携
の
た
め
、
野

洲
・
湖
南
・
竜
王
総
合
調
整

協
議
会
が
あ
り
、
そ
の
活

動
の
一
つ
と
し
て
平
成
21

年
度
か
ら
要
望
し
て
き
ま

し
た
。
令
和
３
年
度
に
可

能
性
を
再
検
討
し
、【
仮

称
】
野
洲
竜
王
湖
南
広
域

幹
線
道
路
を
県
道
と
し
て

整
備
す
る
よ
う
要
望
し
た

結
果
、
今
後
の
道
路
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
整
備
に
向
け
た

検
討
路
線
に
位
置
づ
け
ら

れ
ま
し
た
。
引
き
続
き
、

議
論
、
要
望
活
動
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

問　

戦
没
者
慰
霊（
碑
）に

対
す
る
市
の
見
解
は

答
　
ま
ず
、
先
の
大
戦
で

亡
く
な
ら
れ
た
す
べ
て
の

御
霊
に
対
し
て
謹
ん
で
哀

悼
の
誠
を
捧
げ
ま
す
。

　
市
の
平
和
に
対
す
る
認

識
で
す
が
、
今
、
わ
た
し

た
ち
が
当
た
り
前
の
よ
う

に
享
受
し
て
い
る
平
和
と

繁
栄
は
、
尊
い
命
を
捧
げ

ら
れ
た
御
霊
の
ご
加
護
と
、

多
く
の
悲
し
み
や
困
難
を

乗
り
越
え
て
こ
ら
れ
た
ご

遺
族
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め

と
す
る
先
人
の
方
々
が
、

戦
争
の
な
い
平
和
な
世
の

中
を
後
世
に
築
こ
う
と
い

う
強
い
願
い
を
持
ち
、
多

大
な
ご
尽
力
を
い
た
だ
い

た
賜
物
で
あ
る
と
い
う
認

識
で
ご
ざ
い
ま
す
。

問　

戦
没
者
遺
族
会
に
つ

い
て

答
　
戦
後
78
年
が
経
過
し
、

ご
遺
族
の
高
齢
化
が
進
み
、

市
町
村
単
位
で
解
散
の
動

き
も
出
て
お
り
、
本
市
遺

族
会
も
本
年
６
月
に
解
散

さ
れ
た
と
伺
っ
て
い
ま
す
。

問　

市
の
戦
没
者
に
対
す

る
対
応
及
び
方
針
に
つ
い

て答
　
戦
争
を
知
ら
な
い
世

代
が
大
半
と
な
っ
た
中
、

戦
争
の
悲
惨
さ
、
平
和
の

尊
さ
を
次
の
世
代
に
引
き

継
ぐ
と
と
も
に
、
誰
も
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
湖
南

市
を
未
来
に
引
き
継
い
で

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

問　

慰
霊
碑（
忠
魂
碑
）の

見
守
り
に
つ
い
て

答
　
遺
族
会
は
解
散
さ
れ

ま
し
た
が
、
遺
族
会
清
算

委
員
会
を
残
し
て
お
ら
れ

る
と
の
こ
と
、
清
算
委
員

会
が
新
た
な
管
理
者
を
見

つ
け
ら
れ
る
と
か
、
他
自

治
体
の
動
き
と
か
、
戦
争

の
悲
惨
さ
、
平
和
の
尊
さ

を
次
の
世
代
に
引
き
継
ぐ

こ
と
が
、
今
を
生
き
る

我
々
の
課
せ
ら
れ
た
責
務

で
あ
る
と
の
自
覚
を
も
っ

て
、
清
算
委
員
会
の
方
と

相
談
・
協
議
を
し
な
が
ら

検
討
し
た
い
で
す
。

戦没者慰霊碑（忠魂碑）の
� 見守りについて

無会派●松原　栄樹 議員
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【10月】

【11月】

【12月】

�２日―議員全員協議会
�３日―議会広報委員会
11日―議会広報委員会
12日―決算常任委員会
13日―総務常任委員会
　　福祉教育常任委員会

17日―公立甲賀病院組合議会定例会
19日―決算常任委員会
20日―議会運営委員会
�６日―議会運営委員会
　　議員全員協議会

10日―11月臨時会
20日―議会運営委員会
22日―議員全員協議会

　会派代表者会議
　産業経済常任委員会
　福祉教育常任委員会
　総務常任委員会

24日―甲賀広域行政組合臨時議会
　　公立甲賀病院組合臨時議会

27日―議会運営委員会
　　議会広報委員会

29日―議員全員協議会
　本会議［12月定例会（１日目）］

�６日―本会議［12月定例会（２日目）］
　　議員全員協議会
７日―本会議［12月定例会（３日目）］
　議会運営委員会

　　議員全員協議会
８日―本会議［12月定例会（４日目）］
　　予算常任委員会

11日―産業経済常任委員会
　福祉教育常任委員会
　総務常任委員会

13日―議会改革推進特別委員会
20日―本会議［12月定例会（５日目）］
　　議会運営委員会
　　議員全員協議会

21日―議会広報委員会
25日―甲賀広域行政組合議会
27日―議会広報委員会

開会２月21日（水） 閉会３月21日（木）
令和６年３月議会定例会の仮日程をお知らせします

<仮日程>

2月21日（水）　■本会議　提案説明

2月29日（木）　■本会議　

　 　 　 代表質問　一般質問

3月  1日（金）　■本会議　一般質問

3月  4日（月）　■本会議　一般質問　

3月  5日（火）～

3月15日（金）

●委員会

3月21日（木）　■本会議

　 　   委員長報告

　 　  採決

◇傍聴席では…

議場は、市政全般にわたる重要な事項を決定する場です。

係員（議会事務局職員）の指示に従って、静粛に傍聴するこ

とになっています。

◇傍聴の申し込みは…

会議が開かれる当日に来ていただき、「議会傍聴受付書」

に住所・氏名を記入してください。座席数に限りがありま

すので、団体での傍聴は事前に議事課へご連絡ください。

※ 事情により日程が変更になることがあります。詳しくは、

２月中旬ごろに議事課☎0748-71-2347へお問い合わせ

ください。

会 誌議 日

　議長・副議長の選任の他、各委員等の改選が本紙の

記事のように決まりました。

　　任期の２年間頑張ってまいります。

　当然のことながら、それぞれの委員会等には定数が

決まっており、また、議長・副議長の席はそれぞれ１

席でありますので、推挙者と希望者が重複した場合に

は、打ち合わせ→選挙という手順になるわけですが、

その打ち合わせなどを「談合」と揶揄されました。

　議会運営上正当な手順を踏んで行われました。

　広報発行でも、このような誤解等のない細心の注意

を払って編集してまいります。

議会広報委員長　奥村幹郎

編
集
後
記
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